
お知らせお知らせ

保険証が新しくなります
現在お持ちの保険証（青色）の有効期限は、平成29年７月31
日（月）です。８月１日（火）からは、新しい保険証（オリーブ色）
に変わります。新しい保険証は７月下旬に交換します。交換後、
住所・氏名や一部負担割合などを必ず確認してください。

●保険料に関する問い合わせ
　弓削税務課☎77-2500／生名住民課☎76-3000／岩城住民課☎75-2500／魚島住民福祉課☎78-0011

後期高齢者医療にご加入の皆さまへ

限度額適用・標準負担額減額認定証
「限度額適用・標準負担額減額認定証」の有効期限は平成２９
年７月３１日（月）です。現在保有している方は、保険証と一緒
に交換しますので申請の必要はありません。新規に交付が必要
な場合は、お問い合わせください。

保険料の通知書を送付します
平成29年度の保険料額決定通知書を7月中旬にお送
りします。保険料は、一人ひとりに等しくかかる「均等
割額」と、所得に応じた「所得割額」の合計額です。

一人当たり
の 保 険 料

均等割額

46,308円

所得割額
（総所得金額等ー
		33万円【基礎控除額】）

×所得割率9.16％

＝ ＋

※詳しくは、保険証と一緒にお渡しする「制度のご案内」
をご覧ください。

８月から高額療養費の上限額が変わります
全ての方が安心して医療を受けられる社会を維持するために、高齢者と若者の間での世代間の公平が図られるよう、負担能力
に応じたご負担をいただく必要があります。そのため、平成29年８月から、70歳以上の皆さまの高額療養費の上限額が変わ
ります。皆さまのご理解をお願いいたします。

●75歳以上の方の上限額（月ごと）ご自身がどの適用区分に該当するかは、被保険者証または限度額認定証でご確認いただけます。
平 成 2 9 年 ７ 月 ま で 平 成 2 9 年 ８ 月 か ら

適用区分 外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと） 外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと）
現
役
並
み

課税所得
145万円以上 44,400円

80,100円
＋（医療費－267,000円）×1%
〈多数回	44,400円	※２〉

57,600円
80,100円

＋（医療費－267,000円）×1%
〈多数回	44,400円	※２〉

一
般
課税所得
145万円未満（※１） 12,000円 44,400円

14,000円
年間上限

14万4,000円
57,600円

〈多数回	44,400円	※２〉

低
所
得
者

Ⅱ住民税非課税世帯
8,000円

24,600円
8,000円

24,600円

Ⅰ住民税非課税世帯
　		（年金収入80万円以下など） 15,000円 15,000円

75歳以上の皆さまへ

※1　	世帯収入の合計額が520万円未満（１人世帯の場合は383万円未満）の場合や、「旧ただし書所得」の合計額が210万円以下の場合も含みます。
※2　過去12か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。

• 保険料（年額）は１０円未満切り捨てで、限度額は５７万円です。
• 世帯（世帯主と被保険者）の所得に応じ、均等割額の９割、８．５割、５割、２割が軽減される場合があります。
• 	所得割額を負担する方のうち、総所得金額等から３３万円（基礎控除額）を差し引いた額が５８万円以下の方は、これまで所
得割額が５割軽減されていましたが、平成２９年度は２割軽減になります。
• 	後期高齢者医療制度に加入する前日に会社の健康保険などの被用者保険の被扶養者だった方（国民健康保険及び国民健康
保険組合は除く）は、所得割額の負担はありません。均等割額については、これまで９割軽減されていましたが、平成２９年
度は７割軽減になります。ただし、世帯の所得が低い方は、均等割額の９割または８．５割軽減が受けられます。
• 	納付方法は、年金から天引きされる「特別徴収」と、納付書または口座振替で納める「普通徴収」の２通りがあります。前
年度と納付方法が変更になっている方もいますので通知書を必ずご確認ください。
※詳しくは、保険証と一緒にお渡しする「制度のご案内」をご覧ください。

●その保険証等に関する問い合わせ
　弓削住民課☎77-2503／生名住民課☎76-3000／岩城住民課☎75-2500／魚島住民福祉課☎78-0011

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

の
に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格

期
間
）
が
、「
25
年
」
か
ら

「
10
年
」
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
年
金
機
構

で
は
、
こ
れ
ま
で
に
対
象
と
な
る

方
に
黄
色
の
封
筒
（
Ａ
４
サ
イ

ズ
）
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
開
始
は
、
平
成
29
年
８

月
１
日
（
最
も
早
い
年
金
の
お

支
払
い
は
平
成
29
年
10
月
）
で

す
。
ま
だ
、
請
求
手
続
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
今
す
ぐ
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
を
。
予

約
の
上
、
年
金
事
務
所
に
て
手

続
を
行
って
く
だ
さ
い
。

●
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
ー
０
５
ー
１
１
６
５

年
金
請
求
書
の
手
続
き
漏
れ

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

平
成
29
年
４
月
分
か
ら
平
成

30
年
3
月
分
ま
で
の
国
民
年
金

保
険
料
は
月
額
１
６
，
４
９
０

円
で
す
。
保
険
料
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書

に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
利
用
し
て
の
納
付
、
そ

し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替

も
あ
り
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で

に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方
に
対

し
て
、
電
話
、
書
面
、
面
談
に

よ
り
早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く

よ
う
案
内
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、

強
制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て

督
促
を
行
い
、
指
定
さ
れ
た
期

限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合
は
、

延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で
は

な
く
、
納※

付
義
務
の
あ
る
方
の

財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
免

除
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
各
総
合
支
所
住
民

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本

人
、
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務

を
負
う
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主

に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
弓
削
住
民
課

☎
７
７
ー
２
５
０
３
／
生
名
住

民
課
☎
７
６
ー
３
０
０
０
／
岩

城
住
民
課
☎
７
５
ー
２
５
０
０

／
魚
島
住
民
福
祉
課
☎
７
８
ー

０
０
１
１
／
今
治
年
金
事
務
所

☎
０
８
９
８
ー
３
２
ー

６
１
４
１

上島町保護司会

立ち直りを決意した人を二度とあや
まちに戻さない。自分の心を入れ替え、
行いを正してゆく。更生への強い意志
が毎日を確かなものにし、やがて被害
者への謝罪に繋がってゆく。今日も再
犯をしないですんだ。明日も必ず続け
よう。自分の持っている何が更生を支
えるのか。反省もいるし、謝罪もいる。
長く続ける忍耐もいる。決意は続ける
ことがむずかしい。考え方の基本を決
めていても、一度に沢山の出来事が
起きると立ちどまる。行き詰まることも
ある。人にあまり迷惑をかけないで生

きるのは、特別なことをする訳ではな
いのだが、障がいを抱えると続きにく
い。心が少し揺れた時、他人のことを
思いやる心も揺れる。こんな時手助け
をしてもらったら、間違った道への一歩
を踏み止まることができる。友だちが、
家族が、知人が、地域の人が、やさ
しい言葉を、ちょっとした心遣いを、ひ
と手間をかけてくれたら思いやりが生ま
れる。これらのすべてが地域のチカラ
となる。今年も港で街頭キャンペーン
をおこないますので、ご協力をお願い
いたします。

もどらない。
もどさない。
第67回

社会を明るくする運動

７月は”社会を明るくする運動”強調月間・再犯防止啓発月間です。

●
実
施
地
域　
広
域
地
域　
①

旧
満
州
②
旧
ソ
連
③
モ
ン
ゴ
ル

④
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
⑤
マ
リ

ア
ナ
諸
島
⑥
東
部
ニュ
ー
ギ
ニ
ア

（
１
次
）
⑦
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ

諸
島
⑧
マ
リ
ア
ナ
諸
島
⑨
北
ボ

ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
⑩
フ
ィ

リ
ピ
ン
（
１
次
）
⑪
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
⑫
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
１
次
）

⑬
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
⑭
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
２
次
）
⑮
ミ
ャ

ン
マ
ー
（
２
次
）
⑯
フ
ィ
リ
ピ
ン

（
２
次
）
⑰
中
国　

特
定
地
域　

①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
②
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島
③
マ
ー
シ
ャ
ル
・

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

※
28
年
度
に
参
加
し
た
方
以
外

は
、
複
数
回
応
募
で
き
ま
す
。

●
費
用　
参
加
費
10
万
円

●
問
い
合
わ
せ　
日
本
遺
族
会

事
務
局
☎
０
３
ー
３
２
６
１
ー

５
５
２
１

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
参
加
者
募
集
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上
島
町
で
は
、
農
業
経
営
と

生
産
の
規
模
拡
大
に
意
欲
的
に

取
り
組
む
農
業
者
の
方
を
応
援

す
る
た
め
、
３
年
間
の
期
間
限

定
で
上
記
補
助
金
に
よ
る
支
援

事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

最
終
年
の
29
年
度
に
お
い
て
申

込
者
が
多
く
、
予
算
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
７
月
末
を
も
っ

て
受
付
を
終
了
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
様
々
な
補
助
メ

ニュ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　
農
業
者
・
農
業
者

団
体
・
農
業
生
産
法
人
・
生
産

部
会
・
農
産
加
工
を
営
む
者
※

町
内
に
住
所
が
あ
る
農
業
者
や

事
業
所
を
有
す
る
団
体
等
で
、

町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

●
応
募
方
法　
補
助
金
交
付
申

請
書
と
添
付
書
類
を
次
の
窓
口

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
は
上
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

や
る
気
あ
る
農
業
活
性
化
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
間
近

お知らせお知らせ

心
理
学・福
祉・経
済・歴
史・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目

が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
全
国

に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
出
願
期
間
は
、
第
１
回
は

８
月
31
日
ま
で
、
第
２
回
は
９

月
20
日
ま
で
。
資
料
を
無
料
で

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
９
―
９
２
３
―

８
５
４
４
）へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
10
月
生
募
集

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
、
も
し
く
は
窓

口
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
農
林

水
産
課
☎
７
５
ー
２
５
０
０
／

せ
と
う
ち
交
流
館
☎
７
７
ー

２
２
５
２
／
魚
島
産
業
建
設
課

☎
７
８
ー
０
０
１
１

●
科
目　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
会
計
ソ
フ

ト
な
ど
企
業
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
演
習

●
講
習
期
間　
９
月
５
日（
火
）

か
ら
12
月
14
日
（
木
）
ま
で
の

原
則
火
曜
・
木
曜
（
26
回
）
10

時
〜
16
時
（
合
計
１
３
０
時
間
）

●
講
習
会
場　
西
条
市
佐
伯
記

念
館
・
郷
土
資
料
館

●
募
集
人
員　
全
日
程
参
加
可

能
な
方　
20
名
（
応
募
多
数
の

場
合
選
考
に
よ
り
決
定
）

●
受
講
料　
無
料
（
教
材
費
と

検
定
料
は
自
己
負
担
）

●
申
込
方
法　
７
月
３
日（
月
）

〜
24
日
（
月
）
ま
で
に
各
総
合

支
所
住
民
課
へ
次
の
書
類
と
印

鑑
（
認
印
）
を
持
っ
て
お
申
込

東
予
地
域
母
子
家
庭
等
就
業

支
援
講
習
会
受
講
生
募
集

み
く
だ
さ
い
。

母
子
・
父
子
家
庭　
母
・
父
は

児
童
扶
養
手
当
証
書
ま
た
は
ひ

と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
証

の
写
し
、
児
童
は
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
費
受
給
者
証
の
写
し

寡
婦　
寡
婦
で
あ
る
こ
と
を
証

す
る
戸
籍
謄
本

●
そ
の
他　
受
講
決
定
（
選
考

結
果
）
は
、
８
月
上
旬
に
郵
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
愛
媛
県
母
子

家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
８
９
ー
９
０
７
ー

３
２
０
０

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
、
い
わ

ゆ
る
野
焼
き
は
『
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
』

に
よ
り一部
の
例
外
を
除
い
て
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
律
に
違

反
し
た
場
合
は
「
５
年
以
下
の

懲
役
若
し
く
は
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
ま
た
は
そ
の
併
科
」
に

処
さ
れ
ま
す
。

な
お
、一部
例
外
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
、
農
業
・
林
業
等

を
営
む
上
で
や
む
を
得
ず
発
生

す
る
廃
棄
物
の
焼
却
や
、
た
き

火
や
日
常
生
活
で
行
わ
れ
る
軽

微
な
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ
て

も
、
下
記
の
注
意
点
を
守
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

1
焼
却
を
行
う
前
に
「
火
災
と

紛
ら
わ
し
い
煙
等
を
発
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
行
為
等
の
届
出
」

を
消
防
署
へ
事
前
に
提
出
す
る

こ
と（
上
島
町
火
災
防
止
条
例
）

2
近
隣
の
方
々
に
迷
惑
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
注
意
を
払
う
こ

と
◆
燃
や
す
時
間
帯
を
考
え
る

◆
近
隣
の
方
々
に
事
前
に
声
を

か
け
る
◆
燃
や
し
た
ま
ま
放
置

し
な
い

●
問
い
合
わ
せ　
生
活
環
境
課

や
め
よ
う
！
ご
み
の
野
焼
き

☎
７
７
ー
４
５
４
５
／
生
名
住

民
課
☎
７
６
ー
３
０
０
０
／
岩

城
住
民
課
☎
７
５
ー
２
５
０
０

／
魚
島
住
民
福
祉
課
☎
７
８
ー

０
０
１
１

参
加
・
実
践
型
交
通
安
全
運

動
の
一
環
と
し
て
、
運
転
免
許

を
お
持
ち
の
５
人
が
１
チ
ー
ム
と

な
り
、
１
２
３
日
間
の
無
事
故
・

無
違
反
を
目
指
す
コ
ン
テ
ス
ト
で

す
。
達
成
し
た
チ
ー
ム
に
は
表

彰
状
の
ほ
か
、
旅
行
券
な
ど
の

賞
品
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
！

●
募
集
期
間　
７
月
１
日（
土
）

〜
８
月
30
日
（
水
）
※
当
日
消

印
有
効

え
ひ
め
無
事
故
・
無
違
反

１
２
３
コ
ン
テ
ス
ト

●
実
施
期
間　
８
月
31
日（
木
）

〜
12
月
31
日
（
日
）
の
１
２
３

日
間

●
参
加
費　
１
人
あ
た
り
千
円

（
１
チ
ー
ム
５
千
円
）

●
申
込
方
法　
警
察
署
や
交
通

安
全
協
会
、
役
場
の
窓
口
に
備

え
つ
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
最
寄
り

の
郵
便
局
に
て
申
込
み

●
問
い
合
わ
せ　
県
消
防
防
災

安
全
課　
☎
０
８
９
―
９
１
２

―
２
３
２
１

弓削商船高専で
いろいろな体験をしてみよう！

公開講座名 日　時 対　象 定　員 受講料 服装・持参物

1 ペーパークラフト（紙工作）体験を楽しもう！
７月２９日（土）
10:00～11:30

小学生・中学生
（小学１～３年生は保護者同伴） 8人程度 無料 使いなれたハサミ・

のり・うわばき

2 作って学ぼう七宝焼 ７月３０日（日）
10:00～12:00

小学生・中学生
一般（高校生以上）

（小学１～３年生は保護者同伴）
10人程度

小中学生無料
（付き添いの保護者含む）
一般（高校生以上）1,000円

うわばき

3 燃料電池カーを
組み立ててみよう！

７月３１日（月）
14:00～15:30 小学生・中学生 ５人 無料 うわばき

4 プログラムで
ゲームを作ろう

８月１日（火）
14:30～16:30

小学５・６年生
中学生 10人 無料 なし

5 ラジコン自動車を
組み立ててみよう！

８月５日（土）
10:00～11:30

小学４～６年生
中学生 8人程度 無料 うわばき

6 3Dプリンタで
”かみりん“をつくろう

８月５日（土）
13:00～15:00 小学生・中学生 5人程度 無料 うわばき

7 簡単手作り
オリーブ石鹸講座

８月７日（月）
14:30～16:00

小学生・中学生
一般（高校生以上）

（小学１～３年生は保護者同伴）
10人程度

小中学生無料
（付き添いの保護者含む）
一般（高校生以上）1,000円

汚れてもよい長袖
の服・エプロン

8 石鹸作りを通した
簡易鋳造体験

８月２４日（木）
10:00～12:00

小学生・中学生
一般（高校生以上）

（小学１～３年生は保護者同伴）
10人程度

小中学生無料
（付き添いの保護者含む）
一般（高校生以上）1,000円

うわばき

9 夜光灯を作ろう！ ８月２５日（金）
10:00～12:00

小学生・中学生
一般（高校生以上）

（小学１～３年生は保護者同伴）
20人程度

小中学生無料
（付き添いの保護者含む）
一般（高校生以上）1,000円

うわばき

10 ゴルフマーカーを作ろう！ ８月２８日（月）
10:00～11:30 小学生・中学生 8人程度 無料 うわばき

11 一刀切りをしてみよう ８月２８日（月）
13:30～15:00

小学４～６年生
中学生 10人 無料 使いなれたハサミ

申込書に必要事項を記入の上、7月25日(火)までに企画広報室企画係へ郵送、ＦＡＸ、
又は、メールでお申し込みください。受付は先着順とし、定員になり次第締め切らせてい
ただきます。※公開講座実施中に撮影した写真は、本校HP等に掲載する事があります。
※飲料水等ありませんので各自でご用意ください。※詳しくは本校HPでご確認ください。

●申込・問い合わせ
　	独立行政法人国立高等専門学校機構　弓削商船高等専門学校企画広報室企画係
　〒794-2593上島町弓削下弓削1000／TEL :77-4613/FAX:77-4691/MAIL :kikaku@yuge.ac.jp

7・8月公開講座

平
成
29
年
度
敬
老
会
の
ご
案
内

高
齢
者
の
長
寿
を

お
祝
い
す
る
「
敬
老

会
」
を
次
の
と
お
り

各
地
区
で
開
催
し
ま

す
。
数
え
75
歳
以
上

の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご

来
場
の
う
え
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

生
名
地
区

●
開
催
日
時　
９
月
９
日
（
土
）
11
時
～

●
開
催
場
所　
生
名
小
学
校
屋
内
運
動
場

魚
島
地
区

●
開
催
日
時　
９
月
12
日
（
火
）
10
時
30
分
～

●
開
催
場
所　
魚
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

岩
城
地
区

●
開
催
日
時　
９
月
16
日
（
土
）
11
時
～

●
開
催
場
所　
岩
城
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

弓
削
地
区

●
開
催
日
時　
９
月
21
日
（
木
）
11
時
～

●
開
催
場
所　
弓
削
体
育
館

平成28年度岩城地区敬老会の様子
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